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北欧語における方向を示す副詞について

^"hit"と"dit"を中心に

1.序

代名詞から派生した空間を示す副詞に関して,たとえば,

(1) He Hves he?'eルhι?'e.1Vhefι does he Hve ?

(2) He came hιアι. He went thι才ι.干Vhι1ι did he go ?

のように現代英語では,a)静止を示す場合,②力向を示す場合のいずれに

かかわらず here, there, where と同じ副詞を用いて表現するのが通例

である。しかし②の方向性を特に表したければ,やや古風な語を用いて,

住)及び(2)の逮いをそれぞれ here ~ hither, there ~ thither, whete ~

Whither としく表現することができる。英語・も時をさかのぼり古期英語

に至ると,場所の副詞は,次のような区分が保たれくいる。

fron〕 which
Place wl〕ere(節止) 1 Place to which(方向) 1 Place (出発点)

heonanhiderh巨r 'here'

PiderP記r 'thel'e' Ponan
D

hwonanhwiderhW記r 'where ?'

J^

h'
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水

h註rifran,

男

このような区別,すなわち静止・方向・出発点という空問の扇1倩司の三系

列は,北ゲルマン語では,今日に至るまで綿々と保村されてきている。上

記の古期英i仟の三系列区分は,現代北欧諸語にオ6いて次のように表される。
2)

(以下静止・方向・出発点の順)

3)

(1血dan)h挺'~ h北

育

ス〔詔デ工ウス
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d註r ~ dit

VartVar i戸、、』ノ

デt ンマーク言百、

her ~ herl〕en,(1〕id)

der derhen,(did)i^

hvor ~ hvorhen

一語 (Bokmal)ノノレウ エ.

her

der

hvor

ノノレウ

her

der

kvar, kor ~

dari(ran,(d註dan)

Varifran,(vadan)

アイスラン

hitノ'^

ditノ.、、.ノ

~ hvor, hvorhen ~

工【語(Nynorsk)

hiti.』、ー゛

d北.■、』』ノ

kvar, kor

4)

~ herfra,

daイra

hvorfra

ifr会

J'』』、ノ

ノ'^

3)

(heden)

ノ'^ herh'a

derfra

hvorfra

フェーロ

i.』、、.ノ

her ~ higar ~ hi6ani

har ~ hagar~ haδani

hvar ~ hvar ~ hva6ani, hvaT
5)
fr五

~ her(Dfra

da'(Dfraノ"、』.ノ

~ kvarifr会, kvar

h6t(na)~ hinga6 ~ h巨δan

Par(na)~ panga6 ~ pa6an

hvar hvert hvaδan.^ ノ'、、、ノ

以上を見比べると,静止の副詞に関しては北欧諸語の間で一致してぃ

る。他のゲルマン諸語とも戈よそ合致していることから,保守的な語であ

ることを物語っている。

次に出発点の副詞をみると,-dan/-den/一δan タイプに戈いて,用法こ

そ衰退.消失している言語もあるが,北欧語内で船よその一致が認められ,

古い扇畷司であることを示している。ただフェーロ【語の hi6ani 系列に太

~
~

]デ[

d

語ド



6)

いて末尾の一i の起源に問題点はあるが,語源的には,上記のタイプと同

ーである。現在では,-fran/-fra/-fra タイプが,大陸スカンディナビア

(スウェーデン,デンマーク,ノルウェ【の各言語)の問でほとんど

-dan/-den タイプを駆逐してしまっている。ただここで注意して兆くべ

きことは,この innovauon は,大陸スカンディナビア諸語内で生じた現

象で,アイスランド語には達しておらず,面白いことに位置的にその中問

にあるフェロー語に hva6ani と並行して, hvar fra という形がみ

られることである。

更に方向の副詞においても,疑問詞を別にしく大陸スカンディナビア諸

語と他方アイスランド語・フェーロー語との間に,出発点の副詞と似たよ
4)

うな区画が引ける。大陸スカンディナビア諸語にオ6いては hlvd辻,これ

に対しアイスランド語では hingaδゆanga6 で,地理的にその中間にある

フェーロー語では双方とも異った higar/hagar を持っている。このフェ

ロー語の方向の副詞については後述することにして,hit/dit 及びh血gaδ/

Pangaδが,かつて相互にいかなる関係であったかを検討し,特に h北/dit

の語源について拙稙で論じてみたい。

諸語

29

Ⅱ.古期ノルド語における方向の副詞について

現代語の hivdit, hinga器ゆanga6 の源を論ずるには,各言語の文献の

最古届にさかのぽらなけれぱならない。ここでは hit/d北を所持してぃる

東ノルド語の代表として古期スウェーデン語に,西ノルド語の代表として

hingaδ/panga6 を持つ古期アオスランド語に焦点をあてることにし,ま

たこれよりも更に古い段階の,しかしかような副詞に関しては極めて乏し

い伊」しか存在しない共通ノルド祖語時代(urnotdiska,0年頃~800年頃)

のルーン碑文についても言及し,ゲルマン語派において印欧祖語からの古

い特徴をよく保っているゴ【卜語とも比較しながら, hit/dit, hinga6/

Panga6 が,文献の最古層において相互に占めた位置を論ずることにする。

古期スウェーデン語(aldre/yngre fornsvenska,以下古スと略す)の
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空間の副詞は, Noreen (1904)§474 によると次のようである。

~ hit(hingat)~ h記Panh記r

Pit(ヤingat) P記PanP記r,ヤar
i^』'^

hwapanhwar hwart ノ■、、、"Ji'^

力

古期アイスランド語(fornisMndska,以下古アと略す)では, Krause

(1948)§118 によると(一部 Gordon (1957)§152 も参照),

h6r ~ he6ra, hingat ~ he6an

ヤa6ta, pangat ~pa6anヤar ノ.』』、.J

hva6anhvar ~ hvert J'^

古い時代にさかのぽっても1章の序で述べたように,静止と出発点の副

詞につぃては,ささいな食い述いはあるが,各々同一語源であることは明

らかである。問題は方向の圖恬司にあると言える。古期西ノルド語(fom-

V豆Stnω'diska)と古期東ノルド語(fon血Stnm'diska)にいかにしてこの

ような差異が生じたのであろうか。

古期東.西ノルド語の方向の副詞を合わせると, he6ra: hingat: hit,

Paδra : pangat・pingat: pit と三巴を形成しているが, hingat タイプは,

両者に共通していたことは銘記して戈くべきであろう。

6039

Ⅲ. he6ra/ヤa6ra について

しかしながら he6raゆa6ra は,通例静止の肩嘔司として分類されている。

そこで he6raゆa6ra と hingatゆangat とが相互にどのような位置を占

めてぃたのかを吽眛するには,まず he6松ゆa6ra の元来の機能を調べる

必要がある。 he6raゆa6ra の例をいくつか挙げてその意を確かめてみよう。

h目6?'41

. PιZt h4/ιZ ?11ι光?1 hど6ra ??1記lt. Konr.5151

. h巨δ?'4 i lb?1d1ι??1 0: her i disse Lande. Konr.

. hι6r4 ?1記?' D : her i N記rheden. Landn.2.28



P46?'4.

・え0π記πg d?'dつ乙?π f3,rsta?1,た泓ア記?1114?1d ヤα6?'4. Am.97(99)

・ P4r ??10?10?11 υ巨?' Sゐi?14 Sι??1 Sづ1 0h ιυ41t osS 部?14, oh ヤ46?'4

"10?1 Krl'sb sjπ4 0SS α11α dj,宏δ Siπ4. Homil.4984

・ ge?'1'st Sυι h?'dtt, at pa6?'4 (=pa?' J6msv.6818)ι?'o ho?1記?' i

horgi?1?1i 2 ?1づtto?π S4"1απι6α 3. Fm.×1,9916(8512)

以上は Fritzner a886-96)の各々の項からいくつか引用したが,その意

を he6ra=h6r,ヤa6ra=par と彼は定義し,静止の副詞とする通例の分

類にのっとっている。しかし Fritzner の同じ見し出の所に Laxd.84

(2認.)からの引用がある。
8)

[,,uit4 ??1記?1t1ι, at] B011ifιr?' hι6?'4 at hιi??1h06Zι?π;

Cleasby/vigfusson (1957)は, he6ra に"hithe?' or hι才ι"の訳を与

えながらも,どの例が h北her, here に相当するかは触れていないが,

he6raは方向の副詞としても捉えることができると認識していたと思われ

る。少なくとも上記の引用にある he6ra は, h6r よりもむしろ方向性の

意を持った副詞であったと言える。

また Pa6ra に関しくは,同書にて"there, an older form=Pの"と

して,そこに U〕ither の訳語を与えていないが,上に引用した Edda の
9)

Am.97(99)の例文や Fritzner からの次の例文において,

(a) P4?'υ4ア' Ada??1 0た 411ir hby1ιδ/eδ?' 0た Sつ4?πe?1?2, P46?'4 υα1

P0え1ιS4?πt. Heilag.Π,113

(b) sig1απ元^α記Stアガ1 H01"1g4?'6S oh he矢1'4 ヤ46r4 1ι?πιljα少

0元ιππιS. Flat.1,14022

その用法の中に,私見によれば Pa6ra が現れる直前に,共通して Paδra

を引き出すべく距酢を意識した表現あるいは動詞(Am.97(99)は,その

前後の文脈から,(田例では Par が,制例では Sigla)が先行し, paδra に

「その方角で,その方面にて_j という方向性が認められる。つまり静止の

副詞でありながらも,そこに方向の意を帯びていると考えられる。これは

31
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非常に微妙な問題で用例も比較的少ないので早急な結論は,勿論控えねぱ

ならぬが, he6ra に並行してヤa6ra にも,かつては方向の意が存在して

いたことが,かすかながらも伺われよう。

he6raゆa6ra に,わずかではあるが方向の意が感じられることは言語

史的にみて何ら不思議はない。 Krause a948)が,§118 にて誤解を招き

やすい記述にせよ,これら he6raゆa6ra を方向の副詞の系列に配置した

のは故がなくもなかった。記述的な文法としては,これらの副詞は静止の

系列に置かれるべきものだが, Krause は語源的解釈に基づいて,方向の

副詞の系列に並べたのである。この点 Boer (192のは,§278. Aanm.2

において,次のように h6rゆar と he6raゆa6ta を明解に述べている。

Naast P4?' en hb?' komen voor P46?'a en heδr4, oorspronkelijk

Zeker a11een in den zin 'daarheen' resp.'hierheen'(vgl. go. hi-

dナ'e), maar in de 喩'onnen in gelijken zin gebruikt alS ヤ4?', hξr.

従って上で論述したように, he6ra/pa6ra にたとえわずかにせよ,その

中に方向性の意が残留していたのは偶然ではなかった。そこで he6ra/

Pa6ra の成立背景を知るため語源辞典にあたると,

Holthausen (1948)

. hι6r4 'hier' 1at. cit1五'diesseits' S. he64?2, hl'6ナ'4

. hi6ア'4 'hier'(poet.) go. hid才'盲, ae. hider, ne hithe?',1at. citr五

'hierher' S. hι6?'α, hι6α?1, hz?', hi?ユ?1ig

.P46r4 'da, dott' go. P4P?'δ、von da', ae.6印der 'dotthin', ai.

tdh4 'dort(hin)'

de vries (197フ)

. hι6?'4 'hier' run. schw. hιdιrA (stentoften c.620, Jacobsen-

Moltke Nr 357), hAide?'A (Bjδrketorp c.650, ibid, Nr 36の

^got. hid?'Ξ, ae. hidι1.^]at. CI't?'巨'diesseits', CI'bo,'hier-

her.' Diese formen lassen germ.*hip?'4 erwarten, dass dann

Unter einfluss von hι64π Zu he6?'4 Umgebildet wurde^V創.



hiπ?2 Und hどr

.ヤ46?'a adv.'da, dort.' got. P4P?'δ,'von da,' ae.6影der 'dorthin'

^ai. td力'4 'd仇'thin'^Neben got. 174P?'δ Steht hid?'z aus

idg. ablativ-endung 一三d,-od

Holthausen は, hi6ra, he6ra と二つの見出しを挙げ,各々に lat. cit才鹿,

C光才0 を付しているため hi6ra, he6ra が異る語源に属するかのような不

十分な記述であるが, de vrieS の説明で両者の関係は氷解する。このこ

とは Kodくがすでに, svensk ljudhistoria 1Π(1916)の§1068 に邦い

て次のように述べている通りである。

叡dsta isl. hl'P?'4 'h五r'(jmf. got. hid?'巨): isl. hιP4?1, fsv. h影P4?1

'hadan'(senare 註Ven isl. hιP?'a med e fran heP4?1)

このように,代名詞から派生した副詞内部で相互に影縲し合って新しい

形を出現させている事実を見逃してはならない。(Ⅵ,Ⅷ章参照)

de vrieS 力靖己載している Stent0丘en と Bj6rketm'P のルーン碑文に

みられる he6ra について触れて戈かねぱならぬ。 de vrieS はこれらを
フ)

run. schw.(runsvenska,約800イ、f~約1225年)として分類している。

これら二碑文の年代について様々な説があるが,800年以降に据えている
1の

学者は一人もいない。しかもヴァイキング時代の典型的な16文字タイプで

はないので一概に Nn.schw.としてしまうには問題がある。時代的に

は,両碑文とも共通ノルド祖語時代の末期に属しく邦り, run.schw.ヘ
1])

の過渡期的存在と言えるであろう。

Sten加丘en 脚文も,また年代的にはこれよりゃや新しい Bj6rketorP 碑

文もスウェーデンの南部 Bleldnge にあり,両者共に呪文的内容がこめら
12)

れている。その中で he6ra を含んでいる部分を取り出すと(Krause1966,

I Text, S.210,214),

Stentoften

V : hideRrunonofelAhekAhederAginoTonoR

Bjδrketorp

33
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13)

11: fAIAhAkhAiderAg

細かい点には多少解釈上の問題があるにせよ,he6捻を含む文に関して

は両碑文共,同じ内容であり, Krause (1971. S.140f.)によれば,この

部分を古アで"hei6(r)-rona falk he6ra, ginn-ronar."とし,その訳に
,,

"Der Glanzrunen Reihe barg hier ich, magisch w'irkende Runen.

を付している。 Jansson (1963)も"M肌くtiga runots hemlighet dolde

jag h証, ktafぜUⅡa runor."(S.25)と訳しているように,これら二碑文

に出てくる heδra に,静止の副詞の意を与えるのが一般的であるが,

he6ra を「ここへ(ー)石の中へと彫り込んで)隠した。」と解釈すれば,

この中に方向性の意を汲みとることができなくもない。 Antonsen (1975)

は上記の個所を"The sequence of bright-runes l commit ha'e [i.e.

to this stone], mighty-runes."(S.88)とし, hederA の語源(彼自身

が付したその語源解釈(S.86)の妥当性は別として)に基づく意に忠実に訳

し, he6ra の中に方向の意を読みとろううとしているように思われる。共

通ノルド祖語時代からの碑文に邦いて,筆者が知る限り, he6ra が出てく
14)

るのは上の二例のみ, pa6ra は・・・例もないという状態で,かように限られ

た例からは,静止か方向かの判断を下すのは,はなはだ困難であるが,古

アで大方he6ra今 h6r,ヤa6ra→ Par と合流がほぼ完了していたことから,

この時代では, he6raゆa6raは,朕Nこ静止,時に方向の意を兼ね,次第に

一本化へ向う途中ではなかったかと思われる。東ノルド語の地域で he6ra

が出たのはこの時代のみで,以後13世紀から現れ始めるラテン文字で書か

れた数々の法律書からはその姿を全く消してしまっている。

he6raゆa6ra に方市W上の意が,かつては存在したであろうことを,今ま

でいくつかの例を挙げながら明らかにしようと試みたわけだが,ここでは

その裏付けとして,更にゴート語の空問の副詞を例示してみよう。

Braune/Ebbinghaus (1973)§213 のりストより

B-1: hAidRrunoronu

,



h五プ h'd?・ど ~(P4Prδ Von hier)J-、、.ノ

Pα才~*P4P nur im rel. Adv. P4dιi ~ P4P?'δ

IU4?'~ 1υ4P,1、)女d?'Ξ ~ 1U4P?'δ

北欧語全体でも一致していた静止の苗蝿司は,ゴート語のそれとも合致し,

ゲルマン語全体に渡って共通である。・ーカ出発点の副詞に関しては,北・

西ゲルマン語の一an に対し,東ゲルマン語のゴート語・は, hindana を除

いては,接尾辞が一pr6 であることは興味深い。どちらが innovation で

あるか,あるいは共に祖語から受け継いできたのかは,椴に決め難いが,

この特徴に戈いて,北・西ゲルマン語に六寸し東ゲルマン語という isogloss

の追加も老えられる。この点に当いくは, voyles (1968)の主張を強化す

る形になるが,ゲルマン諸語の分頬には数々の難点を含んで邦り,全休的

な特徴をも考慮に入れなければならないが,それでも問題は決着したとは
15)

昌えない。

ゴート語の方向の郡伝司には,・P と一山でで終るのと二通りある。ーヤで

終る副詞のうち, hi山でに相当する副詞は欠如して邦り,存在してぃた

としたら,*hiP が再建されるであろう。この一P の語源は Feist(1939)

の IuaP の項にて,ギリシャ語のπ60■"wohin ?"と比1安せられて idg.

Suffix -*te にさかのぽるという。ゴート語 aljap :ギリシャ語罷入入0一σε

"anders wohin"からもー*te に方向性を示す機能が存在していたことが
16)

明らかで,この語源は正しいであろう。

さて一山'そについては, Feist (1939)は hidrE の項にて古ア he6ra,

古英 hider と比較関迎付けて,

Abgel. vom germ. pron.-st. hi- mit einem zu dem suffix in

ab'4-pro (S.d.) in Ablaut und gramm.wechsel stehenden idg.

Suffix -tro-(im Abl. oder lnstrum ? vgl. E. Kieckers, Got. Gramm.

170f.).

更に Iuadrその項にて,この一dr6 を

Mit betontem sufflx -dre (auch in hl'd?'ι'δε hierher, j41'πd?'ι

35
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'式εi dorthin, ablautend in S1ιπdlo besonders und mit stammbetonung

in 4b'ap?'o d入入axd0εb, anderswoher,1Uapr0 π'0εb; W'oher ? j41'πP?'0

'κεi6εレ dorther, P4つア'0 ξンτε06εb daha') gebildet von germ. pron.

-st. h14-(S. U.1U4S).

この語源からでは Ablativ-zd (cf. de vries (197フ)の Pa6ra の項)と

解され,方向性の意を求めるのには難点があり, Kieckers(1928S.170f.)

は一6 を lnstr.(der RaumeTstreckung)と取り,-dr色の Schleifende

Intonauon は,対になっている一pr6 から移ってきたものとするのに対し

て, schmidt (1962)は,§16~30 に戈いて,一由'6 は idg.ー*tre (cf.

aind.会一tra, t五[tra)が, postposition=partikelidg.*色(aind., av.且)

によって拡張されたものとみなして, Kiecke玲の方向性及び lntonation

の不十分な点を同時に解決しようとするもので注目に価する。このように

一山でには始めから方向の意があった。

古ア heδra は,各々に力向性を持ったゴート語 hidr6,古英 hider と

語源をー・にすることが分った。、)adrE も Feist により,方向性の意を示

す古英の hW記der, hwider と同語源であることから,

古英二f -

hider

Pider

hwider

hidr巨 heδra

ヤa6ra①

Iuadr亘^②

上のような対応表が作れる。ゴ【卜語の①に関しては, Feist の Papr6
17)

の項や Schmidt(1962)§16にあるように,*padre が再建できるし,②も

これにならって,*hva6ra が期待できるが,この形は文献には存在しな

い。 he6ra/paδra よりも早くに失なわれたためか,あるいは別の理由によ

るかは不明である。(Ⅶ章参照)

従ってゲルマン語の歴史比較文法の示す所によれば,古アの he6ra/

Pa6ra は元来方向の意を持つ副詞であった。

1
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Ⅳ. heδraゆ日6ra と hingat/pangat・plngat について

he6ra/pa6ra が,その意を共通ノルド祖話メU鯛に h6rゆar へと移して

いったことはすでに述べた。この heδra/pa6ra に方向の意が薄れると,

その機能を受け継ぐぺき方向性を示す新しい語が必要となってきた。そこ

で新らたに形成された語として, Boer (1兜のは,鞄78,2 で次のような

語を挙げている。

Nieuwe formaties zijn talrijk : hl'π?11'g, hl'π?1泓宮' uit en naast hl'ππ一
】8)

υιg,'ginds.' P4ππig,-1ιg,'daarhen. hl'πgι2t, hιgat, higat uit

hi?1πυeg at,'hierheen.' Pι211gat, Pι2gat,'daarhen、
19)

-n・を欠く hegat や Pagat は後述するとして, hingat タイプは古期

東.西ノル階吾に共通して存在していたことは,Ⅱ章で指抽した通りで

ある。従って hingat タイプの語が,東・西ノルド語に方言的に分岐する

以前に,すなわち共通ノルド祖語末期には形成されてVたと想定して何の

差支えもない。すると heδra/pa6ra が,方向の意を失った頃と hingat

等が成立した時期とが年代件Ⅱこ一致する。 he6raゆa6ra が放棄した方向

の機能の問隙を,上に挙げたいくっかの候補的な語のうち,特に hingat

タイプがその代表となって埋めていったのであろう。

37

V. hit/dit について

まず hivdit の語源であるが, HeⅡquist (197のによると

dit, fsv.ヤit=fda.]フ元, da. dl'd; av *pi-at, jfr 6SV. dial.*didt

(tiot), av ie. tιi-,10kat. tiⅡ den (det); jfr gtek. tιi-dι,十αd,

germ. at (se dt); jfr fsv. PI'πgat,ヤighat, isl. pa?1g4t, d北,0.

hit.

h光=fsv., da.=fno. hit; av *hi-4t, av ie. hιi-=grek.(e)えιi,

d註r,10kativ ti11 Pronominalstammen /こしー,たi- OSV.(it.ex.1at.

Cis, P会 andra sidan, got. hitι2, detta, fhty. hi郡t1ι, av hi1ιtag1ι

.

.
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[ty. heute], i dag)十ie.4d=germ.4t (=SV. at, prep.0. adv.);

jfr fsv., isl. hl'πg4t, hl'gat, hit,0. dit.

この語源を最初に提起したのは A.Noreen (ANF 6.1890,S.373~374)

である。語源に関して鋭い洞察力を持っていた Tamm は,(1899) S.35

及び(1890~1905)にて,この説に"trolig飢"「恐らく」を付加する慎重

さを示し,次いで SAOB も dit の項にて"sannolikt"「多分」を記し

ている一方, Falk・Torp (1903)及び(191の, Torp (1919),上に挙げた

He11quist (197の, Holthausen (1948), NvesS6n (1961), de vries (197フ),

新しくは Nielsen (1969)も,全面的に Nの'een 説を受け入れた形で各々

の語源辞典に掲載している。筆者の知る限り, Noreen 説が出されて以

来,これに反論・批判が加えられたことはなかった。 Noreen とは学説に

邦いて,しは'しは、対立した A. Kodくでさえ, svensk ljudhistoria v :1

(1923)§2139 で,これを完全に認めてぃる。

筆者は次のような点から今一度この語源を洸い直す必要があると考える。

前要素の*hi,*piを形態上 10katiV と解すことに異存はないが,問題は

ゲルマン語で痕跡的にしか残っていない代名詞の 10katiV に,国体的な場

所を明示した形跡はーつもない。 Noreen が例示してぃる起源的忙10kativ
2の

とみなされるゴート語の Pei は,"1) relat.(-P4te力 nach pat41U4h,
21)

PislU4h usw.2) conj. daβ, damit."で具体的に場所を意味してぃない。

Streitberg (1896. S.273)によると,ゴー 1、'治の Pei と古ア P(V)i と

は同一として, hvi とともに古い 10katiV であるとするが, P(V){"there-

fore"にも疑問詞 hvi"why"にも,またこれとの合成語 hvi-1ikl・"[Lat]

qualis,"ヤVi-1ikr "such"や接続詞として使用される Pvi at "because,,に

も,場所を示す意は見出せない。10katiV の*pi がギリシャ語の方言 dor.

thess...iδ."hier"と同語源とすれば,当然*pi,*hi は静止の圖括司で

あることになるが,実際には序でもみたように,ゲルマン語全体に静止

の副詞として h6r/par が古くから根強く存在して羚り,ゲルマン祖語



に*M,*再が具体的な場所を呈示する静止の副詞として並存・する余地は

無かったものと思われる。ここで百歩談って,*hi,*pi に具体的な場所

を示す機能が残ってぃたと仮定するなら,*hl-at,*pi-at はゲルマン砧の

格の SynkreusmuS を起こす以前,遅くとも共通ノルトネ且H剖侍代の初期

以前には形成されてぃたと者えねばならぬ。後に拾頭してくる hivd北に

直接連なる*hl-at/*ヤi-at が,かように古くから綿々と存在しくいたの

なら, he6raゆa6鳳の失った力向の意の空所をそのまま刑ジこしていた筈で

ある。もしこの通りであるとすれば, hingaVヤangat などの新しい西をわ

ざわざ造り出さねばならなかった理山を見出すのは困難になるはかりでな

く,雁大な資料を有する古アから h武ゆ武が存在していた痕跡さえ見っか

らないのは,極めく奇妙だと言わざるを得ない。よって hivdit の古さ,

すなわち Noreen の語・源説は退けねばならぬ。

まず古期スウェーヂン語に戈いて,ラテン文字で習・かれた最古屑の文
入ldre V五St-献,すなわも地方法の語梨を条めた Schlyter (187フ)及び

g6talagen の語梨を調査した H. pipping (1913)によると,入ldre vast-

g6talagen (これら地方法の中で一番古いとされ,その完全なる写本は

1280年代)では, 1〕ingat は・例の乃、で, hit はなく,また Pingat は,

V註Stg6talagen, Gotlandslagen, skanelagen, Magnus Erikssons

Landslag の四法律書に現れるのに対し,ヤ北は広範囲に波っくみられる0

更に上記の法律書よりはやや遅れて書かれた Erikskr6nikan (写本は1400

年代中頃,しかしそグ)言部Hよ勿論それ以前を反映しくいる)では, R・

Pipping(1919)によるとその頻度数は次のようである。

1〕it 4hingat l

tl〕it 40thingat 3

tighat 2

少ない資料・からではあるが,現代スウェーデン語からも, hingavpingat

がその姿を消してしまっていることから, hivd北が新しく急速に拾頭し

始めて, hingatゆingat が衰退しっつぁることを物語っていると解釈でき

39
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よう。

古アには, hitゆ辻の形鋤功ミ存在しないことは前に述べたが, F田k-

Torp (191のは, Did の語源を説く前に,これを次のような形で指抽し

ている。

Did (dω'thin), schw. dit, altd註n. und aschw. pit; das w'ort findet

Sich nicht im ldassischen an仇'd., dagegen im n〕ittelnorw. dial.

(dit).

よってここで, h北ゆ北が古アには無かったことが明言されてぃる一方

で,中世ノルウェー語力言Kは脊・在していたことが伺われる。この辞書の

底本となった同茗岩たちの(1903)版では,

Did, SV. dit, oldd. og osv. 1フit; ordet findes ild祀 iklassisk

Oldn., derimod i DPI. NOTV. og i n. dial.(dit).

とあるようにに,上の mittelnorw.dial (中世ノルウェ【語方言)の個

所を, DPI. NON.として出典を明示している。そこで Fritzner (1886-

1896)の Pit の項をみると,その例は, DN.(=Diplomatarium Notve-

glcum,すなわも DPI. NorV のこと) 1,545. vn,360. X,89,170.

とあるように,ことごとく DN.カミ出典である。 hit も Fritzner による

と, pit の場合と同様,その例の出典.は, DN. V1Π,194玲である。

Cleasby/vigfusson (1957, S.×1D は,この DN.を指して"but as the

Ianguage of Norway was n0 10nger in a pure state in the 14th

and 15th centuries,..."としているところから, Tamm (1890-1905)

が h北にっいて,"fsv.11it, motsv. fno. hit (S且ⅡSynt, kanske

Ianat), da. hid hit."と述べ,借用の可能性ありとしたのも十分にうな

ずける。従って h北も,またそれと並行する P武も,古くはノルウェ

語にも存在しなかったと言えよう。

するとどこから借用されたのであろうか。古期ノルウェ【語にも古アに

も(すなわち古期西ノルド語には), hiVヤ北は存在しなかったことから,

当然その答えは, Falk-Torp (1903)の hid の項にある,"sen oldn. hit



(indkommet fra φStnordisk)"以夕Hよ老えられない。つまり hlvpit は,

古期東ノルド配刊寺有の副訓であったと百えるが, Torp (1919)は, hit の

項で更に・・・歩進めく,"vel ha sv.(SV. hit, da. hl'd)"とその借用先

をスウェ【デン硫Wこミで絞っている。 TorP がスウェーデン詔と名指した

詳しい理山は不1ガであるが,光に指摘した古ス(牛郭こ飢drefornsvenska)

期に(あるいはすでにそれよりゃや以前から), hivP武が急激に広まり始

めたことを老え合わせれば, Tω'P の谷は極めて重みがあり両諮ともスウ

エーデン語からの借用とする見力には十分説得力がある。

Noreen 説の大きな鮓点は,10kauv *hv*再を想定することにより,必

然的にその形成時期が極端に古'くなってしまうことにある。しかしhltゆit

の成立を新しいとすれば,つまり古スの討dTe fomsvenska 期の初め

(約1225臼りょりゃや以前に成,したと"えれぱこの障害は取り除かれる。

すなわも hingat 等が形成された共通ノルド打晒吾末W1レX餉には,未だ存在

していなかったと推i命するわけである。

すると hivP犹が形成されたとする年イはり古いノルウェーの Eggjum

ルーン碑文の中にある hi を基にした灰論が出くこよう。

Krause (1971 S.143f.)に従って,問題の個所をリ1則すると

huwAR ob kam hArisa hi a lat gotnA

彼はこれに相当する占ブを"*hver (・hva1つ of kom herj-ass (oder

her一五SS)*1〕i (-he6ra)五 land gou)a ?"とし,その訳は"Als wer

(=in w'elcher gestalt?) ist der Heer・Ase (=odin ?) gekommen

hia'ha' auf das Land der Krieger?"としている。この1禪文全休にわ
22)

たっく,その解釈に多くの問}遉を含んでいるが,ここではこの hi のみに

熊点をあてることにする。この hi が場所を示すことは,ほほ'雛尖である

が,どう解釈すべきかは米だ完全に・・致をみたわけではない。

さて問題の hi についくであるが, Klause (1971)は上のように hi

(=he6ra)とし,その松訳では方向の副詞 hierher とする・'方,別沓く1966,

bezeugt inI Text s.231)においては"hi ,1]ier" sonst nur

41
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aschwed. h光(くhi-4t),hierher,"として hi を静止の副詞と理解し

ているように思われる。その理由を K捻Use は述べていないが, Noreen

説批判の際に触れたように, h6r との関係からも,静止の副詞*hi自体の

存在が極めて疑わしく,碑文の hi をこれに当てることは,当然受け入れ

がたい。更に,この hi を, J6hannesson (1923, S.84.)の如く,"*hi

('hierher', Adverb vom alten stamme *hi,*11i=alter Lokativ,

Vgl. altschwed. h記くhi-at)"とし,元来いわゆる静」上の副詞*hi(?)

を方向性の意にまで拡げることには相当の飛躍がある。また、し Noreen

説が正しければ,ここに恐らく hi でなく,*hiat そのものがあったかも
23)

しれない。 J6hannesson (1923 S.82), Noreen (1923 S.37フ), Krause

(1971S.143)は, Eg幻Um 碑文の年代を700年頃,これに対して V. Friesen

(1933)は S.24 にて

Dess sprakform ar synnerligen ungdomlig, praktiskt taget de

捉dsta ]〕andsIくrifternas, och 註Ven runornas former^21 tuntyper

註ro reptesent臼'ade^]iksom deras bruk h註nvisa ti11den 註ldre

runradens aⅡra sista skede och 6Vergangen tiⅡ den 16-typiga f1ト

tharken, snarare m北ten e11er senare de}en aV 700-talet an dess

b6rjan.

としてルーン文字の使い方やその許語的特徴が,かなり新しいことから,

年代を 8、世紀後半・まで下げている。そのため相野古いと推定されるNoteen

説の*hi と Eg幻Um の hi とが同一ーである可能性はー・届遠のく。因み

に,この hi を含んでいる Eggj山n 紳文の成立を700年頃と早めてみて
1の

も, he6ra を含んだ Stentoften や Bj6rketorP の両碑文より新しい。

Eg幻Um のあるノルウェーの Sogn og Fjordane と後の二碑文のあるス

ウェーデンの Blekinge とは地理的に酢れてはいるが,700年前後に静止

の副詞に hdr と he6ra(勿論方向の愆も,米だ残っていたことであろう)

に加えて,更に*hi も存在したとは老えにくい。このような問題点を勿

論意識せずして, K迦(1955)は S.164-169 で,この個所を



huwAR ob kam hArme a hialat gotnA=1)verr of kom hermi 会

hj6-1and gotna

と読み"Hvem satte 'utsognet' piL renne-teigen ?"として,この難

点を避けた形で,異なった解釈を打ち出している。とはいえ多くの学者が,

この hi に場所の副詞を当てようと試みたのは,あながち誤りではない。

少なくともこの hi の弁弔釈に関して,筆者はもう・・'つの可能性があると

秀える。その前に Streitberg (1914)の論文 Zur gotischen Grammatik

の中の 1. qi挽απ iπ Und verwandtes (S.217~224)を見てみよう。

Daβ die Ruhekonstruktion bei qi?πα?1Wesentlich h註U{iger ist

als RichtungS1Φnstruldion, befremdet nicht: qi?παπ ist ein per-

f e ktiv e s verbum d. h. es bezeichnet die Handlung im H in-

blick auf den Moment ihrer voHendung.(S.217)

とまず問題提起した_ヒで, Qiman が完了性を含む動詞とし, iπ十DatiV の

例として, Joh.9,39 jι2h q4P 1ιS泓S : d1ι St41ια1' i元力I pa?πアπ4jα1'宏IL)41ι

qa?π.等, iπ十AkkusatiV の例として Joh.6,14 qιP1ιπ 174tel sa lst

hi S1ι?り'ai つr41ιメιt1ιS S4 qi"1m?da iπ P0 机απαSιP.等,(S.218)を挙

げ,次のような定幾を芋えている。

XN'ir k6nnen also den unterschied zwischen den beiden Kon-

Struktionsm6glichkeiten folgendermaBen definieren : wo es im zu-

Sammenhang ledigHch auf den Moment der v0Ⅱendung ankommt

(und das ist fur das S御'achgefⅡhl des Goten die RegeD, wiTd

qiアπα?1 mit iπ Und dem Dativ verbunden ; wo aber fur den zu-

Sammenhang neben dem Moment der v0Ⅱendung auch die Be-

Wegung in Betracht kommt, wo sie ins Blickfeld des sprechenden

tritt, steht bei qi?π4?2 iπ mit dem A k k u s ativ.(S.219)

更に過去形に関しては,

Besor:ders zahlteich, wie das in der Natur deT Dinge liegt, sind

die Ruhekonstruktionen bei den Formen der vergangenheit: die

43
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Handlung ist abgeschlossen, die Aufmer1給amkeit richtet sich daher

Vor aⅡem auf den Moment des Abschlusses.(S.221)

と、卓見を述べている。 Sれ'e北ba'g の説を更に展開させるなら, in十Dat-

(静止)→hEr, in十Akk -(/j向)ー)hidr6 と,場所の圖兆司へと置き換える

ことができょう。すると qiman は、, her にも hidre にも結びつくわけ

である。 qiman十hidrその突例は,限られた資判・からは・ーつも見当らない

にしても,理論的には十分老えられる。ーカ qiman十h6r の用例は調べ

オd製りで,

j4h sai, h?'opid4d1ιπ中'P412dι211S: h)4 1ι?1S j4h 171ιS,1ιS1ι, S1ιπα泓

g1ιdis ? q4"1t her /aUア'?πιl h41τιljαπ 1ιπSis ?(Mat.8,29)

j4h higιt1ι?1 i?2ι2 hi?2d4?'沈4ア'ιiπ qιP1ιπ1ιh d1ι i万1"14:?'ohhιi, h)απ

hιr qa"1t ?(]oh.6,25)

jah pa?1 41ιh iた"1αππ4 i"1 1ιj wald1ι/πj4 g4S4tids, h4h4πd,S

郡f "1is si16iπ gad?'α記hガπS; jah qiP4 d1ι P4万Pπ4: gagg, j4h

g4ggid; jι2h απParι2"1?πα: qi"2 hι1', jah ql"11d ; jah d1ι Sh41ha

1?1ι1π4?πアπ4: tα加ei ヤαtι, j4h tα泓jid.(Luk.フ,8)

の三例がある。うち最初の二例の qam は過去形で Stre北berg 説に合致

している。三番目の問題の佃所の qim は介令形である。娩r が他の移動

の意の卿括俳と組んでいる用いられているψⅢぱ,次の個所しかないが,

apP4π Swepa記h /カ'4πdS 祝eiπ4πS jaiπαπS, P41'ιi πi wilded郡π"1iえ

ヤi1ιd4π0π 1ι/ιZ宏 Sis,6π'ggip hι?' j4h 1ιSqi祝ip /ι郡1'4 ??1is.(Luk.

19,27)

この briggiヤも命令形で, streitbe璃の上記(S.221)の die Handlung

の項の視点を木来に移した形でN解すれば,移動動詞の命令形十herも彼
24)

の説にかなっていることが納得できる。

Stre北beTg は, in十Dat,in十Akk の述いを定義してぃる上掲の個所で

(S.219), qiman in十Dat の際の説げNこ" das sprachgefuhl des Goten"

と付記しているが,次に述べるように,必ずしもゴート族の言語感情に限



られていたわけではなかったと思われる。

古アの Edda 詩にオ6いても, Gering (1903)の h6r の項②で, hierher

(bei verbis der bewegung)を当てる例が 12 (うち 8 例が koma と共

に)あり,そのうち二例ほど挙げるなら

. hιアたυ4"1 Pjop?'ιh?、抗ιP P?'1'4 tφgo.(Gpr.1Π 5り

.ノ'4?'Pι2?' 61ι才?' es h巨r πli i?1?1 ho?ア1ιπ11.(LS.581)

後の例のように,過去分詞 komenn と共に用いられくいる例が,半数を

占めてぃる。このように h▲1'が完了形と結びつくのは Streitberg (S.218

~219)の

Bei den steⅡen der ersten Gr11Ppe (「in十Dat の場合:§モ者付記)

ist die ganze Aufmerksamke北 auf den Moment der sc h o n ein-

g etr e t e ne n voHendung konzentriert, die diesem Moment vor-

ausgegangene Bew'egungshandlung ist bedeutungslos:

からも明らかである。

hingat は7例あっく,移動の意の動詞と結びつくのは当然であるが,

うち koma と結ぴついているのは次の二例のみ。

.た0?πιππ es hiπgat h0π?' sig??1記?1d4?'.(Rm.131)

.た0π0?' h1ιgpah da1ιP4?'た01?1α i %dtt hiπg4t.(Am.251).

Rm.13.は,完了形十hingat で主記の原則を逸脱しているが, Am.2子は

未来のことであるから別に問題はない。従(て Streitberg の主張を更に

展開した説は,古アでもほぼ当てはまる。

また古スでも S6derwaⅡ(1884-1973)の h訂の項にて,

. h4jpe piπた0?14 h五?' C0アπit.(BU.19)

と完了形で,同様の例カミ Flores och Blanzeflor, Herr lvan Lejon-

Ridd雛en にみられ, Aわせて 7 例あると〒=う。 koma十hingat には KO?π一

0斧1 υi α11ι hi光gat.(K1厶 386)があがっている。

以上から Streitberg の冴唄喫よ,(ゴート語・) 1〕Er: hidr6,(古期ノルド

語)配r: hingat の場所の副詞にも敷衍され,更にこのことはゴート語ば
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かりでなく,古期東・西ノルド語にも適用できることが分った。(もし西

ゲルマン語にも認められるなら,ゲルマン祖語の SyntaX 上の古い特徴と

言えるであろう。)ここでは古期東・西ノルド語に生きてぃたこの特徴が,

少なくとも共通ノルド祖語にも有効であったことは容易に推察できる。

これを踏まえて,今一度 Eggjum 畔文を見てみよう。》 huwAR ob

kam hArisA hia lat gotna?《で動師Nこ過去形の kam,それに"oh=
25)

aisl.0/ als perfektivierendes ptaverb."(1くrause 1971,§55,5)と揃

えば, hi は必然的に静止の副詞と考えざるをえない。 hi の中の i 音価に

ついて考えてみるに,同畔文の始めに四つの否定辞 ni が登場してぃる。
26)

複数の否定辞が重なった場合, KTause (1971, S.143)の如く" ni(so got.,

ahd.) kaum ・aisl.πξ."と取るのが正しい。また i ルーン字に関して

V. Friesen (1933, S.45)は,"i・runa aterger mot slutet av per.2

ι一ljud, t.ex. ni (=fvn.?1の Eggjum och uttr註nger saV粧 e- som
,,

としているところから, hi は h6 と解釈できる。この h6e- runorna

は上で導き出されたように,静止の副詞でなければならない。とすれぱま

さに h6(r)に他ならない。ただ r ルーン字が欠けている難点はあるが,

その一説明としてルーン文字が彫まれる際に,誤字や脱字等がよくあると

いう事実を指摘しておきたい。

よって Noreen 説で再建された*hi は虚像であり, Eggjum の hi は

h6r と理解・するのが,言語史的にみてもより自然であろう。このことは先

に推定した hiVヤ北の成立年代に,何ら障害点をもたらさない。

Streitberg の敷衍説は,古ア・古スにも適用できた。彼のあげる区別

の定義は,ある意味では非常に微妙で,この区分が混同する可能性は,想
27)

像に難くない。事実そのような例がすでに Edda 詩の Rm.13.にあった

ことは,上で指抽した通りである。方向の heδra が,静止の h61'にその

意を合流させた原因は詳.らかではないが,少なくともその一起因あるいは

これを促進させた一要因は, streitberg の定義の微妙性と無関係ではな

かったであろう。



Ⅵ. hit/dit の語源

Noreenの想定する 10kativ*hv*piを前章で否定した。と同H寺にhivpit

の成立時期を,「hingat の形成以後」と随ldre fornsvenska の初めより

やや以前_}との間と限定できた。それではその起源をどこに求めるべきか。

その鍵は Noreen 説に先立つ Rydqvist (1874) V.S.94 の"hit och ヤit,

SjeHva sammandragningar af 飴rut sammandragna hi光g4t och pl'π一

gat."の中に提示され, Kock (1886)Π, S.406.もこれを受けて"VO-

kaH6r1註ngningen i gιιπ ar erS註ttningsf6r1註ngning vid f6rlust af g

(isl. gegπ), och 誠Ven i adv. hiit 証 V肌 V01ζalMngden att fm'klara

Pa 11knande S註tt (jmf. isl. hl'πgat). Denna bestyrkes af skrifv-

ningen htit (vgl.Π1,99) och ルyt (t.ex. S6dermannalagen, se

glossaret; jmf. isl.ヤi(π)gnt)."とまで説明していながら,後にこれ

を放棄して Noreen 説に従ったことは, V章の始めで述べた。 Rydqvist

の示唆を十分発展させることなく, Noreen 説が定着してしまったことは

残念であった。

そこでまず始めに, hingavpingat, higat/pigat 等の各詔J杉を Fritzner

(1886-1896), schlytet (1釘7)から拾「て,古ア・古スヲ川こしてみると,

47

*hinn-veg-at hingat (古ア,古ス), higat (古ア,古ス)

h記ngat(古ス),

*pann-veg-at pangat(古ア), pagat(古ア)Pangat (古ア

十一ー,ー,・ーー28)Pingat (古ア,古ス), pighat( 古ス)

thiat ( 古ス)

ここで母音イ西が,やや食い達っていることについて付記して邦こう。

ヤangat の一a一は語源に忠実な形であるが, pengat の一e一は Noreen

(1923)§162,1, Anm.で述べているように Pann ヌ寸する Penn, P鴨nn

hegat (古ア
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(両語とも Kodく 1906,1.翠61 参覗翰にならったためで, pingat の一i-

は, hingat からの影粋である。 h記ngat は, Kock (1906) 1,§54 による

と"genom pavarkan av *P鴨ngat (jmf. fg. pengat)'dit'."で相互に
29)

相乗的に影綱し合って新しい形を現出させている。

次に一n一のない形について, sturtevant (1930, S.237)が hegat の

-e一を説明するのに, higat に邦ける"a-umlaut of i"としているのは誤

りであろう。 sturteva址はこの中で hingat>higat を仮定していること

からも higat はむしろ新しい形で,これに Umlaut 中でー・番古いとされ,

その例も少ない a-um12Ut で,この一e一を説明するには無理がある。

それでは hegat をいかに解釈するかは,部分的に Sturtevant 向身がそ

の手掛りを与えている。寸なわも Pangat から画接に Pagat,同様に

Pengat>pegat,ヤingat>pighat, hingat>higat,*hengat (C{. h記ngat)

>hegat とすれば,これら鰍音の相述は難なく説明できる。

he6ra/pa6ra の跡を受け継いだのは hingatゆangat であった。また

hitゆlt は, hingavpangat よりは新しい形であることも述べた。そして

前章で hit/P武の成1立仟イt (datering)を, rhin部Vpangat の形成以後_1

(terminus post quem), 1、挺dre fornsvenska 初期(約1225年)よりゃや

以前」(terminus ante quem)と限定できた。これらの点をすべて満たす

解決策として, st山tevant の説を焚忙延長させて次のような変化過程が

仮定できるであろう。

hingat>higat>hit, pingat>pigat>pil

すなわち n 脱落,決に g 消失と二段階にわたって変化を遂げたとする

わけである。

① n の脱落.この音的喋境にオ6ける n 悦落は,確かにその他の例を

数多く見出すのは困難であるが,ここにアクセントが絡んでぃたとする

Sturtevant (1930, S.237)の主張は,傾聴に価する。

But the 一π一 in pa一冗一g4t : hi-12-gat could not have phoneticaⅡy

disappeared in a stressed syⅡable nor do w'e have any pattern



WI〕ereby this disappearance can be explained by analogy.

It is therefore possible that the forms pag4t ; hig4t represent

the regular forms P4πgat: hl'光gat 血 Unstressedl position with the

10ss of ?1 befm'e g due to the lessened force of 靴'ticulation; cf.

ge/itく*gι/iπ一t, where *πt appears in an unstressed syⅡable.

The synonymous adverbial forms Pαππ一ig (<*P4?1π一υιg) and

hiππ一ig (<*hiππ一υι宮) appear as P4π一ig and hiπ一ig lvith the loss

Of one π(simplification of the gemination),訊7hich can be explained

Only as due to the fact that the adverb here stood in an unstressed

Position.2

, Although the forms pag4t: higat may have developed in

Unstressed position, they 4つつιι?' in both stressed and unstressed

Position

2 Cf. Noreen, Aisl. G1α"1"14.,§285.

Ottelin (1900,1. S,9のも Svagtonig staⅡning 1こ限定されれば, n 脱

落はありうるとほのめかしている。これを受けて olson (1904)は§48,

8), b),にてアクセントの弱い音節で生ずる n 脱落の例を挙げて,次の

ような判断を下している。

I a11a de i og f6rekommande fa11en [例,筆者付記=att1ιg,/1'4r-

ヤ1ιg%, gagω?',1ioga (PI'πg), siattug;V, pigx] hal' det saknade n

(η) st会tt i re]ativt oakcentuerad stafvelse, hvilket st註mmer V註lmed

Ottelins formulering af ljudlagen, cod. Bur., S.90.(ー)上述).

更に higat/pigat にアクセントが無かったことを裏付ける証拠として,

ここに a-brytning が欠落していることである。ーー般に古期束ノルド語の

方が,古期西ノルド語に比して bry加ing を多く起して邦り,これが生ず

る条件は,"Die brechung scheint nur in hauP比oniger silbe stattzu-

finden."(Noreen 1904,§76,2)であるにもかかわらず,それを満た
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す*hiagat(?)~*h轍gat(?),*pia部t(?)~*PMgat(?)の例が古期東ノルド

語にさえ,ーつも実在しないことは,"1n schwachtoniger silbe tTitt keine

brechung ein."(Noreen 1923,§94)に池ならない。 higatゆigat 等は,

アクセントが無かった位置で生じた形であると確定できる。(VΠ1 章参照)
30)

② g の消失 n 脱落で生じた higat 等は,更に g 消失を受けるこ

とになるが,以前にも繰返したように古期西ノルド語には元来 hitゆ武は

存在しなかった。従ってこの g 消失は,古期東ノルド語内での現象でな

けれぱならない。その際47頁の表からも明らかなように, higat タイプに

おいて,・a一及び一e一音価は古アに限定されているのに対し,古スでは双

方の卸長司共,-i・・・音価のみであった事実も老'地Uこ入れねばならぬ。 Noreen

(189のは, S.358 で次のような重要な事突を指抽している。

PI'at, en farm som tr註ffas i flera codd. av sIくanelagen

(schlyter s.60 not 42, S.122 not 29), skriven thl'at;
3D

この Skanelagen=[ヂ] sk会nske loV に,古期デンマーク語の特徴が
32)

あることは否めない。するとデンマークを中心にして生じた次の音変化に

注目せざるを得ない。 Bandle (1973) S.72 に,

Noch bev0工つ t h im Dan. ZU Reibelauten wurden, d. h. vor 1200,

mUβ die 《ojy'π泓?1g》υ0π Sつi?'απガSιhι?π.g,>弓παCh υι14rιπ,1
33)

π4ιh つα14tι21ι?1 Vohal eingesetzt haben;

Skanelagen の一番古い写本でも1250年は下らないことから,この音変

化がすでに,すなわち Bandle の述べるように,1200年以前に生じてぃた

と老えられる。更に同じ音変化についく苫及してぃる Brφndum-Nielsen

(1968)Ⅱ§309 の冒頭に"om Bortfald efta' i, U (med udvildingen

igh>ij>1, ugh>UW>6)",とあることから,その変化過程は,*pigat>
34)

*pijat>*piat となり,この最後の語π多ナづ Skanelagen に, pi雛として
35) 36)

その姿を現していると解せられる。引統き faⅡande diftong のために,

a が弱まり悦落しく P武が形成されたと老えられる。(a 脱落に関しては,

Noreen (1890, S.373)の例示する説明でも,同じ結果が得られる。)



音変化の最終段階である g 消失は,1200年より前であることは,先に

あげた hit/pit の成立年代(datering)とも合致し, terminus ante quem

が年数的に確定できた上, kron010gi に何の支障もきたすことなく,仮定

した変化過程が説明できた。

古アに hegat, pegat 等あったが, g の音変化はデンマーク及びスウェ

デン南部が,や心であったため,これ以上変化を遂げることはなかった。

Erikskr6nikan に出てくる h武や hingat の頻度数からも分るように,

また Bandle (1973)の S.72f.及びそれに付随する Karte 15 によると,

g の音変化は,更にノルウェ【の一部,スウェーデンでは G6taland に

も深く入りこんでいることからも,この音変化をこうむった地域を起点と

して, Mtゆit は短期問に急速に大陸スカンディナビア各地に広まったも

のと思われる。 h北ゆit を,かように早く古スに定着させた一要因として,

単音節で長母音十t という同じ枇成をもつ方向の副詞祉からの影粋もあ

つたと十分老えられる。またこのような背景には, Mvpit が短い語であ

ることから hingatゆinga1 や hi部Vpigat の口語体であった可能性も無
3力

視できない。

h北/P武は,大陸スカンディナビアに広が「た innovatlon であった。

出発点の御括司一fran/-fra/-fra タイプは,後に大陸スカンディナビア・

フ工【口一諸島と他方アイスランドとを分断する isoglosS を形成するこ

とになるが,方向の副詞のうち hit/dit の isog]OSS は,これを先取り

していた。ただ疑問副,河の hvert, hwart を除いては、。

今一度ここで Noreen 説に戻って見よう。彼の主張する 10kauv *hv

*pi が正しいとするなら,方向の疑"打副詞も,これにならって 10katiV の

*hvi+at>*hV北(?)なる形が生じたであろう。実際にはこのような語は

突在せず,逆に Noreen 説の矛盾が別の角度から露呈している。

それでは, hvert, hwart の語源忙ついて調べてみよう。 Tamm(1899)
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Ⅶ.古ア hvert,古ス hwart について
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S.34 によると,

Ht}4rt (ti11 hυ4?'), fsv. h1ι,4?'t, motsv. isl. hU4?'t (urnord.*hW4?'ー

at ?)

更に FaⅡく-Torp (1910-11)[hvor の項], Torp (1919), He11quist (197の,

Holthausen (1948), W'esS6n (1961)は, Tamm の記述から,?を取り

はずし, hυ4r (静止の疑問副而D 十Preposition 4t と断定してぃる。 hvar

十at>hV釘tと飾単に造語されていたのなら,他の二副詞もこれに並って

h6r十at>*h61't(?) par十at>*part(?)と,問題もなく成立していた筈で

ある。不思議なことに, Noreen (1904 §472, B,2, Anm. D はミt'ZU'

の項において,"Kaum hierher geh6rt hwa?'t (agutn, hue才t)'wohin'."

と述べ hvar十at とする語游Jこは懐疑的であった。 Noreen がいかなる

理由で*hi-at/*pi-at の後要素一at を, hwart の中1こ認めようとしなかっ

たのかは不明であるが,その洞察は以下に論ずるように正鵠を射ていた。

ここで古ア hvert,古ス hwart に邦いて,どちらがより古い母音価を

保っているかをまず決めねばならぬ。 hwar十at を主張すれぱ,当然 a の
38)

音価を持つ方が古いことになるが,上ですでに論駁したように,これは当

然受け入れ難い。ー・プj e 音価のブjを古いとみなすなら, wesS6n (1969)

1§35,1 にそれを支持する適切な見解を見出すことができる。すなわち,

Kort ど 6Ppnas ti11 4 i ljudf6rbindelsen υど?', men i olika utstr註Ck-

ning i olika dialekter, 6Stligt 註n V註Stligt, mer i trycksvagn〕era

St註11ning an itryckstaτ1<, mer om u f6regas av en konsonant (d.

V.S. ar u)註n om det 裂r uddljudande. EX:郡'on. hT,α?" varje'(isl.

hue?'ア). qυ4?', qυど少?1 0ch qυ4r?1 f. asl. hυιア?1),υ4ra och υ4?'4 (isl.

υι?'4), t,ど?'P4 0ch υ4?'pa (isl.υι164),?14tt14?'ヤι?' m.'nattvard'(isl.

-tle?'6r 'm飢tid').

しかも位置的に西にある力言ほど,古い a (jh isl. e)の音価を保持

していることも1捌宵されている。更に mer itTyd玲Vag staⅡning an i

tryckstark に注目すれば, hvart: hvart asl. hvert)=higat: hingat の



図式が出来く, higat がアクセントの弱い位椴での音変化の結果であった

ことをこの方面からも裏付けることができる。従っく hvert を始点とし

て,諸源を迫求せねばならない。

さて he6raゆaδ捻の本来の機能が失われてからその空所を埋める役割

を演じたのは,*hinn-veg(・at),*pann-veg(-at)から造られた hingav

Pangat や hinnigゆannig であり,前?1は現代アオスランド諸の hinga6/

Panga6 へと述なっているように,このタイプの副詞が前羅詞 at を含ん

でぃたためか,次第に力向の意を独占するようになった。後岩は Veg の

愆からも読み取れるように,方向すなわち場所を示す圖上司としてばかりで

なく方法手段の意も兼ね備えていた。

そこで*hinn/pann-veg(-at)と詑行して,当然*hvern-veg(-at)が

予想されよう。時代が下るにつれ"how"の意が前面に押し出てきたにせ

よ,古ア hvernig (くhvern-veg)には方向の恵功q難かにあった。この

ことから*hvern-veg-at>*hverngat もかなりの硫実性を以って再建で

きるが,この推定形が,直接 hvert に迎結すると想定するには少々無理
39)

がある。

そこで*hva6ra消失後,その後継を担う疑問師Ⅱこ*hvem-veg(-at)の

ようなもって回った苫い力よりも,引き統さ,より単刀1貞入的な表現が,

別の角度から言えば,合IJ児語よりも単・・,心の方が好まれたと考えられる。

一般に,方向を專ねる場合,方法も意味する Veg などを使って疑問辞の

意味を狄めるよりは 0"災 Veg を含んだ hvernig は,時とともに方向の

愆が失われたことは,上で述べた)むしろ多様な符えを包容できる,意味

に幅を持った語が要求されたものと患われる。そこで方向の副詞 hin部V

Pangat の中核を成した Veg が,対格であったことに注目して,疑問圖括可
4の

hvert の源も対格に求めるのが順当であろう。芥に予想の出来ない要素を

多く含む中から選択し尋ね出すそのような疑問詞に,中性であり,かつ対

格でその意が," which"に相当する語が,浮かび上っくこよう。 cleasby/

V地fusson a957)の hvert の項に,竿当'も妥当と老える次のような記
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述が,載せられている。

neut. sing. of hvetr, used as adv. Zι,hithι?', Germ. toohi?1,

Interrog.

そしてこの語源は,上述の様々な要求をかなえてぃる。

語の higar/hagar についてフエーロ

フェーロ【語の語源に関しては,氷だに詔泗蟠辛典・が出版されてぃない状

態からして暗H井契索の所も少なくない。力向の高媚司 higar血agar もその

ーーつと冒える。

Ⅵ章の hingatゆangat のいくっかある二次的な形が誕生する過程に,

代名詞から派生した副詞内の相互問の影郷が,大きな役割を演じたことは

すでに指抽した。更に対蹴的な愆畩でありながら,極めて近似した語形か

ら成る対句や慣用句(例, i片ス hingat ok pingat 等)の存在も,この相

互影粋を増幅させたことは想像に難くない。この点を念頭におきっつ,

hi部r/hagaτの語源を試みてみよう。

*hinn/pann・veg-at から生じた副詞は,古捌東.西ノルド語に共通し

てあった。 hingat, higat, a 音価をもつ Pangat, pagat も古アにその

例がある。従って二れらの語・が,フェーロー胎の古層にも存在したことは,

ほほ'確実である。ところでフ工【口一語の疑問部拓司 hvar には,静止の

意と同時に方向の愆も兼え備えている。他の北欧諸語の古層からかんがみ

ても,静止の疑問卸伝司が,方向の意をもそこに組乃、入れたのは,さほど古

いことではなかったと思われる。そこで静止の卸恬司 her/har を後ろに控

えたこの hvar が窓口となって,末尾のr を力向の副詞へと広げたものと

,higar
思われる。 hva?'ーー この higar/hagar の前段階に*higat

hagar

/*hagat 中agat 参照)が潜んでいたと想定すると,末尾の t-)r は hvar

を介した her/har からの圧力を伴った Sound substitution と解すこ

とができ,変化の過程を連続的に無理なく説明できよう。その成立経過は

Ⅷ.

+
＼
/

才e



hingat > higat > higar で,さしたる問題はないが, pangat から hagar

は難点を含む。その過程にっいては,理論的には,何通りか考えられるが,

下述の論蹴力■山輪然性のある次の四っの変化過程を検討しくみよう。

(1) pangat > hagar

(2) pangat > hagat > hagar

(3) pangat >ヤagat > hagat > hag雛

(4)ヤangat > hangat> hagat > hagar

ヤ>h はフェーロ〔沼独特でいくっかの品詞に限られた音変化である。

これを Barnes (1985, S.46)は次のように述べている。

Today /h/ for earlier /0/ is found principaⅡy in a set of_y1ρ.r_4S

in Faroese containing pronouns, adverbs, and proper names 】n

Which the first elemem is a reflex o{ U〕e old scandinavian god

name P6rT.(S.46)[点線築岩付ヨ田

さてヤ>h が生.じた一理由として,先に指抽したように代名訓から派生

した副詞内部問での影粋にあったとも老えられる。 h一を詔頭にもっ副詞

hingat (または higat またはhigar)が, P一をず隠Uこ1寺っ同類の副6司に

analogi でヤ>h の音変化を強制したとJ伴釈するのである。 Bames(ibid・

S' 49)は,

No one, as is indicated at lhe outset, seems to dispute that /β/

>/d/ in Danish, Nolwegian and swedish took place under condi-

tions of weak stress. Given that itis very largely the same woTds

mainland scandinavian and Faroese that exhibit /d/ and /h/In

respectively for earlier /0/, it seems plausible that in F釦'oese, as

appm・ently in lcelandic^and possibly in Norn-・ー/0/>/h/ also

Occured in weakly stressed position.

として,判断を下している。例えばスウェーデン語の場所の岳嚇可d証=

フェーロー語 har,[ス]dit=フェーロー語 hagar と・・一致することから彼ニ.

の見解は十分考慮に価する。更にこの結論の中で,/の>小/が生じた音
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的環境を Weakly stressed position としていることは,特筆に価する。

すなわち P>h と n 悦落とが生じた条件が全く重なり合うからである。

P>h も n 脱落も同じ条件下くアクセントの弱い位置)で起きたというこ

とは,これらが同時に生じたと布}着せざるをえない。すなわち higωソ

hagar の語源解明に, P>h をこうむった*higat/*hagat を,その直前

段階として設定すると無哩なく説明できることは,同時に n 脱落は,ア

クセントの弱い位置で生じたことを裏書きしていると言えよう(Ⅵ章の住)

を参照)。従って④の燕然陛は極めて少く, t-)r が生ずるには,その前士

台として*higat/*hagat が成立してぃなければならないばかりでなく,

その経路となった hV雛が力向の意をも獲得心たのは,比較的時代が下

つてからと老えられるので,住)も難しいであろう。愚見では,②が最有力

であると考える。すなわち三者の relativ kTon010即は, n 脱落と P>h

は同時,次に t->r の順であると提起できる。恰)のようなこれ以上細かい

kron010即は限定しがたい。フェーロー語では,文献の現れるのが比較的

遅いことも手伝って不明な点が数々あり,細剖郭こわたる解明が一層困難に

なっている。いずれにせよ,ここで言えることは higar/hag釘の語源解

釈に,その前段階として, P>h の変化とn脱落とを共に受けた語形を設

定することによって, hingatゆangat を源とする変化の流れが,都合よく

説明がつくことであった。

*hinnゆann-veg-at は,古アでは higavpagat で変化は停止した。●

期東ノルド語では higat/pigat から hivP武へと兆展した。フェーロ

語では higat/pagat から,やや特殊な変化を経て higar/hagar にまで展

開していった。 higavpagat・pigat から,それぞれ更に変化を継続させ,

形は異るにせよ,新しい語を現出さしめた意眛で h犹ゆit と hig幻ソha、

gar は,同難U)血novation であった。

静止の意の疑問副詞を,方向の意にまで広げて使用してぃるフ工【口'エ、

語の hvar にっいては先に触れたが,これと同じ用法(現代英語の疑問副

詞Where 参照)が,ノルウェー語[Bokmal] hvor;[NynorS1司 kvar,



kor にも認められることは,また新たな問題を捉起している。

Ⅸ.結び

占期東ノルド語では, hingavpingat, higatゆigat, hitゆit とこれに加
]8)

えて hinnig などいくつかの力向の卿"司が並存していた。これらのうも,

hit/d北が勢いを得・,それ以外の語を1甸汰して,後にスウェーテン詔の方
4D

向の圖恬司を独占してゆく,またノルウェー両言語にも入って定着,・ープ丁デ
4)

ンマーク語では衰退し,代りに・hen を末尾に1、寺つ形が一般化した。(こ

の一hen は Bokm飢の疑問卸Ⅱ司 hvorhen にも入りこんでいる。)

拙稿では, hivd北の語源を解明せんがため,古くへとさかのぽったが,

これ以後現代に至るまで,各言語においていくつか存在した力向の副詞

が,それぞれ,また相互にいかなる変遷を遂げていったかは,今後の綿密

な文楸学的研究を俟たねばならない。

注

])詳しくは, campbe11 a959)§ 677丘.,

2)空間を示す印"司は,勿論 har・・, d註r
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たとえばスウェ【ケン語の

UtifranUte Ut"'^

inifr会nInInne

hemma ~ hem ~ hemif血n 崎に対応する削"司は他の北欧諸'にもあるが,

本稿の主鞭U辻, h北, d辻, vart の上うメ又代名加ν山ら永生した牢閥の削詞にあるの

で,必要に応じて上記のような削詞を挙げる以外は,冒頭の古剛英話の表共々価

侶dした。 wesS6n (197の§83, Lindholm (1981) S.105,

3)スウェーデ入冶,テンマ{ク"には,現代アイスランド語の h6δan 系列と同

'源の[ス]hadan,[デ]hedenタイブもあるが,いくつかの慣用句を除いては,

堪代では一f捻n/-fra タイブに取って代られている。

4) hid/did は特定な表現に限られて二6り,通例一h印タイフカミイ吏用される。 テ'ン

マーク治を小心、にして存在する一hen の諸溺Uこ関しくは,"dels opstaet ved

Sivers/BrⅡnner (1951)§321

,だけではない。女以外にも,Var,

~
~
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Sammentr記kning af n. hιdιπ'herfra' delS 1会n fra (et 11ermed besl.) 1nnty.

he?1."(Nielsen 1969)

5) Lockwood (1964)§41,50,53

6)このように起源が6羊らかでない一iは,他にも名詞の,・1・,性・複数・主格・対格に

もみられる。例, bor6ini(Lockwood §26,3).語源的には h巡ani にも bor6ini にも

-1 は付加しないので,理由はともあれ,ブ.次的なものであることは問述いない。

フ) 11寺代廊分に関しては, Holmberg/JanZ臼1 (1963) S.60f., wesS6n (1975)

8)[]内は, Laxdmla saga a11'sg. Kr. Kalund 1896) LXXXIV-1 より補っ

9) Edda 小卜においては, 1]e6ra の例はーつもなく, paδra のみが Atlam飢に

一度出てくるだけである。

1の参考までに,数人の学者の主張する年代をあげるど

N01'een (1923)

J6hannesson (1923)

Krause (1971)

Antonsen a975)

これら二(陣文についての詐しい隈三都こ関しては, Jacobsen a935, S.15~46),

Krause (1966,1 Text. S.209~218), Nielse"(1968, S.28~47)

11)ν.Friesen (1928) S.20ff., Nielsen (1968) S.28

12) JacobS伽(1935)に呪文を含むルーン{洋文の研究がある。

13) he6ra に当る hederA (stentoften)が, Bj6rketm'P では hAiderA になっ

ているU1町li1こついては Krause (1966, Text. S.216),"urn.(und an.) e ist

In hAide?'A (=an. he6?'α一) mit 4i 、viedergegeben,、vohl versehentlich

Unter dem EinflU13 Von hAidR am Anfang der zeⅡe."

14)ノルウェーの T血'vika B イ沖文の epl'0 を, Krause (1971)は§21,6 及び

S.171 で[h]eprδ=got.*hipr6,,von hier"と出発点の副詞と停加ぐしてぃる

が,同書§101で彼自身認めているように極めて疑わしい。

2. h引丘e deS 7 Jahrhs

Mitte deS 7 Ja1Ⅱ'hunderts

Mitte d.7 Jh.S

600~650 A. D.

Stentoften

gegen 700

8. Jahrhundert

2. HmHte) d.フ. Jh. S

600~650 A. D.

B]6r1祀10rp

た 0



15) Lehmann (1966), Kufner (1972),析しくは Nielsen (1979)

16) BNgma1狐 a904)§581, Kieckers (1928)§1謁,やや懐饗約なのは Hirt

a932)Π§89,8.

17) Holthausen a948)は, pa6ra の語・源で SuffiX に関しく,コメントを付せず

go. papr6 を挙げているのは適当とは盲えない。奥に Sumons/Gering (1931)

Π, S.406, Am.931 の注として"P4P1α(in der Edda nur hier) ist altnord

in der bedeutung von pa?' nicht verschieden, W五hrend es ul'spriinglicl〕,

、vie got. P4P?'o beweist, nicht das wo ?, sondern das 、voher ? bezeichnete,

also die bedeutung des altn. P4Pαπ hatte."に至っー(は,、占ブのヤa6ra と

ゴート胎の Papr6 を SU丘iX まで完全に同諸源と誤って作締ぐしくいる。

18) hinnig,-ug と対を成す Pannig,-ug 等1よ舌)妙なことに,古スでは欠落しく

いる。 Rydqvist (1868,1870,1V?, S.433)

19) hingavpangat の治源は,各々*hinlvpann-veg-at とするJtで,ー'般に定右

してぃるが, Rydqvist(1868,1870IV?, S.433)が述べている所によれば, Grimm

(Gram.1Π.174)は, gata にh}すこともできるとしくVる。

2のこの Pei を]フata の】okatiV ではないとするd兇もある。 KieC1鵜rs (1930,

§110)は否定して1いるが,次のようなd兇を紹介している。"Die Annahnw, daβ

Pιi als Relativ (partikeD hinter einem lndefinitum aus *pa一εi entstanden

ist (ヤa=urgerm.*P4t. idg *tod (vgl. 1Uα§H7), 'Relativpartlkel',-el

,,

S.§115) scheint mir nicht richtig

21) Braune/Ebbinghaus (1973 S.197)より。史に Streitberg (1971, zweiter

Teil. S.147)な照。

22) Eggjum 脚文についての解釈は, Nie]sen (1968) S.53~125 に詐しく論じら

れている。

23) hit 以下の個所が,*hi-at の提鵬者である Noreen (1923)の Altnord. Gr l

の最後の版となった 4. Aua.(S.37フ)でも, hx X 14[π]t として未解読のまま

である。

2心たとえは11木誥の過去形の形をした命令で,「といた,といた.ノ」などはアス

ペクトの1田から捉えれ{よ,ゴート.浴の hEr が命令形 briggゆ, qim と結合する

点で一面共通している。
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25) Kuhn (1929), Dal(193のな1照。

26) cleasby/vigfusson (1957)の n6 のB項を見よ。

27) H本語の「ここにある」,「ここに来る」,「ここへ来る」の中にある助詞Πこ,

ヘ」とも老え合せると興味深い。大野(1978) S.21f

28) pigat は Fritzner によると, DN.Π,231.とあり, V章でも触れたと同様に,

古スからの借用と解される。

29) Reinhammar (1975) S.172 f.

3の higat の語源を, Noreen (1890, S.374)は, hi-g-at と分析し,後要素のgを

ラテン"の hlC の enklitisk paTtikel一ιιと比較しているが,前製.誤の*hi に

関してV亦.で批判したことが,ここでも盲えるので,筆者は当然この脱には組み

しない。

3D skautrup (1944,1. S.193,210), Brφndum-Nielsen (1950,1. S.34), Holm-

b三Ck-wesS6n a979 S.×1 丘.)

32)当時 Skane は,言,丑・文化的にデンマ【クの・一部を成してぃた。

33) Brφndum-Nielsen (1968 Π.§309), skautr11P (1941. S.235 f.)

34) Noreen (1904)§472, B,2,で adan. thiat を笑例として挙げてぃる。長音

1 は, j(くg)が画1而の i と融合して牛じたか,あるいは j(・くg)脱落に伴っ

て,i 川音の代償延長を起したかの二通りが朽えられる。

35) piat が突在する・・力で,*hiat の例が見当らない事笑と,この g 消失とを同

時に説明できるもうー'つの力法が島る。すなわも Pigat 忙おいて,この語の3五頭.

●末の子f科よ"de1北al"の変・索を持つ点において共通であるがために,胎中の g

を1悦克iさせる一示liの Sporadic assimⅡation とも考えらオ1る。これは,ニリ点を同

H寺に説明できる利点はあるが, sporadiC とするため,古アでも生じた可能性あ

りとする反論は避けられない。他に闇題を抱えた g 脱落の例として, Noreen

a904)§3U,2, C, Anm.3,及び§328,1, b

36)かような hia加S に関述した問題については, Bandle (1973, S.42)参1縦。

37)やや類似した現象を参冴として挙げるなら,現代スウェーデン語の口語体にお

けるふfγ 11'竒孕11111力ξある。 glj, den (= dagen), dar (= dagar), nan (= na宮on),

Stan (=staden), san (=S五dan), sen (=sedan)へ亨。もっとも,これら1'11いケ

1,訴答は一牧兆的で・・定の音変化法則を立てることは処しい。



38) Noreen (1904)§117 Anm., Kock a906) 1.§299 及び同茗者(1923) V:1.

§2139

3の hingat から hit への変化過程にならっ<,*hverngatン,*hvergat>,*hverat>

hvert(?)と仮に想定すると,まず第一に,*hvergat から hvert に至るまでの

竒変化の説明が,極めて閑好Rこ陥ることや,文献に央在する Pighat, piat に相

当すべき巾問過程の*hvergat などが一切存在しなし゛今の熨t点があるため,こ

の仮説は拒否せざるをえない。先に Noreen が,いみじくも看破したように,

hvert の語源は, at とは無関係に,すなわ1フ hit/dit の成立過程とは別個にし

て,求めなければならない。

4の対格と方向1生についての頚似例 in十Akk は, streitberg (1914,S.217~224)

で,すでに触れられている。

41) hit, dit の合成'ム hitat, ditat もある。

Om riktningsadverben i de nω'diska spraken

med sarskild h註nsyn ti11 "hit" och "dit".

61

F6rfattaren ih・aga舗tter den hitti11S accepter2de etym010giska f6rldaringen

att hit/dit h裂rstammar fran *hi-at/*pi-at. TI'ots att de bada adverben inne-

h会Ⅱer de gamla lokativerna *hi/*pi som f6rled, finns det varRen spar av eⅡer

be1註gg f6r hit/ヤit (五]dre form av hit/dit) i foTnV社Stnordiskan, Darf6r anset

f6rf. att de bada adva・ben 註r relativt unga former och f6reslar jst註11et f61jande :

hi?1gat > m'g4t > hlt, resp. piπgat >> pigat)>ヤ元. m'gat bildades aⅡtsa genom

n、、bortf且Ⅱ i en trycksvag st註Ⅱning. D註refter uppkom h元 genom g「bottfaⅡ

(via D e丘er palatalvokalen, vi11祀t skedde huvudsakligen iS6dra skandina-

Vien f6re 1200-talet

IKUO SHIMIZU

av

Sammanfaltning

Vidare anser f6rf. att de f註r6iska riktningsadverben hig4r/11α宮'4r borde

h社rr6ra fr会n f6rstadiet *hig4t/*h4g4t (jfr pag女t), dvs. P>h 社gde rum under

Samma fonetiska vi11kor som det ovann註mnda n-bortfa11et. Dessutom utby札es
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Slutljudet t mot ?' tiⅡ f61jd av inverkan fran befintlighetsadverben her/h4r

Via det interrogatlva adverbet ht,4r med bade befintlighets- och riktningsbety-

delse_
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